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『新基本民法シリーズ』全 8巻，完結！　シリーズのコンセプトは，民法の基本を学ぶ，で
す。そこで本書では民法総則を，まずは機能的な観点から，契約の成立・効力・効果帰属に
ついての一般法と理解し，他方，原理的な側面から，市民社会の基本法である民法の全体像

を示すもの，と捉えます。最初の章（総論）では，民法とは何かや，その構造を丁寧に解き，次の章で
は，総則の作り，法律行為（契約）と総則の関わりを学びます。その後，具体的な内容に入っていきま
すが，本書全体の流れ，各章の流れを追っていくとスムーズに総則の全体像がイメージできる作りに
なっています。また，たとえば民法の歴史のなかで「公序良俗」はどのような役割を果たしてきたかな
どは，現代日本史の知識とも関連させつつ興味深く読んでいただけることでしょう。今までに使ってい
るツールに加え，基本用語にマークを付けて脚注で説明をしています。民法（債権法）改正に対応。カ
バーは明るい水色。（YF）
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